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昨年末から全世界で流行している COVID-19 の感染拡大により，人々は外出自粛を余儀なくされ，国内

外からの観光客も減少した．こうした影響を迅速かつ面的に把握するため，本研究では，観光口コミ投稿

サイト「Trip Advisor」の投稿データを用い，このデータと観光入込客数に関する統計との整合性を確認し

た上で，全国の 33 箇所の観光地について，2020 年および過去 4 年間の口コミ投稿件数から，日本人観光

客と外国人観光客の観光地来訪動向の時系列変化を分析した．現時点での分析の結果，分析対象とした観

光地では全国的に，2月頃より外国人観光客が，3月以降は日本人観光客の減少が確認された．  
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1. 背景 

 

 COVID-19 の感染拡大の影響により，人々は未知のウ

イルスに対する感染リスクを恐れ，外出を控えるように

なった．加えて，政府による緊急事態宣言の発令により，

不要不急の外出は抑制された．結果，観光業は，多大な

る影響を受けている．感染リスクを避けたり，政府等の

発令に従ったり，加えて，観光を行った場合の外部から

の視線を気にし，観光客は激減している． 

観光関係者が現在最も気になる点の 1つは，この状況

がいつ回復するか，といった点であろう．感染の収束が

見通せない中，観光客の回復はさらに見通せない状況で

あり，観光サービスの事業継続の問題も生じている．実

際にホテルの倒産等も発生している． 

一方，観光客の「動き」については，近年，様々なデ

ータで捕捉可能となってきている．例えば，携帯電話の

位置情報を基にしたモバイル空間統計データを用いて，

政府や自治体は，COVID-19 の感染拡大後に，観光地や

大都市の商業地域等の滞留人数を計測し，公表している． 

しかしながら，このモバイル空間統計は，入手のため

のコストが高い等の制約が大きく，COVID-19 禍での観

光客の流動をきめ細やかに把握するにはハードルが多い．

特に，全国の観光地が同様の困難な状況に陥っているこ

とを考えると，より多くの観光地を網羅し，かつ，コス

ト面でもハードルの低い方法が求められている． 

上記に対応したデータに，旅行口コミサイトに投稿さ

れたデータを基にしたデータベースが挙げられる． こ

れらのサイトでは，観光客自身が訪問した観光地の印象

や評価を「レビュー」し，インターネット上に自発的か

つ気軽に書き込まれている．すなわち，訪問した観光地，

訪問時期，回答者の属性が記録されている． 

 このようなデータを用いて，観光客の行動の分析も進

められている．例えば，神田ら(2019)1)は，旅行口コミサ

イト，「Trip Advisor」の投稿情報を基に，観光客の周遊
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パターンの分析を行なっている． 

 本研究では上記の課題認識のもと，全国 33 箇所の観

光地を対象に，COVID-19 の感染拡大前後の観光客の入

込状況および回復の状況を考察する． 

 

 

2. 研究の方法 

 

本研究では，COVID-19 禍における全国の各主要観光

地における観光客の入込状況について， 世界最大閲覧

数の観光口コミサイト「Trip Advisor」に投稿されたデー

タを用いる． 

「Trip Advisor」に投稿された情報には個人の属性（性

別・年代・国籍または居住地）・訪問した観光地の 5段

階評価・コメント・写真のデータが含まれている(図-1)．

この投稿された内容について，2017年 1月～2020年 7月

に投稿されたデータを対象に，日本人・外国人別に投稿

に記載されていた訪問時期の推移を確認した． 

なお，分析の対象とする観光地は，表-1に示す全国の

主要観光地 33か所である．  

 

表-1 分析の対象とする観光地 

地方 観光地 
北海道 ・旭山動物園 

・函館山 

・大通公園 

東北 ・仙台城跡（宮城県） 

・奥入瀬渓流（青森県） 

関東 ・東京ディズニーランド（東京都） 

・東京タワー（東京都） 

・浅草寺（東京都） 

・銀座（東京都） 

中部 ・名古屋城（愛知県） 

・栄（愛知県） 

・熱田神宮（愛知県） 

・名古屋港水族館（愛知県） 

・トヨタ産業技術記念館（愛知県） 

近畿 ・姫路城（兵庫県） 

・道頓堀（大阪府） 

・ユニバーサルスタジオジャパン（大阪府） 

・大阪城（大阪府） 

・京都錦市場（京都府） 

・伏見稲荷大社（京都府） 

中国 ・厳島神社（広島県） 

・大和ミュージアム（広島県） 

・広島城（広島県） 

・広島平和記念資料館（広島県） 

・縮景園（広島県） 

九州 ・太宰府天満宮（福岡県） 

・大濠公園（福岡県） 

・博多駅（福岡県） 

・門司港レトロ（福岡県） 

・キャナルシティ博多（福岡県） 

沖縄 ・沖縄美ら海水族館 

・首里城 

・国際通り 

 

図-1 Trip Advisorの投稿内容の表示画面 

 

 

3. 口コミサイトの投稿データを用いた観光入込

傾向の分析 

 

COVID-19 の感染拡大による観光入込状況への影響に

ついて，上記の 33 観光地を対象に分析した結果につい

て，本章で触れる． 

図-2は，厳島神社（広島県）の日本人の月別投稿件数

を，来館者の統計と併せて示している．厳島神社では，

2020年 2月までは前年と同じ傾向であったが，2020年 3

月から急激に観光客の投稿数が落ち込み，2020年 7月ま

で投稿がほとんどない状況が続いている．そして，この

グラフに同様に記載している統計データの推移と，実際

に収集したデータの挙動がほとんど似ているため，両デ

ータの整合性が確認できる． 

 厳島神社以外も，ほぼ全ての観光地が同様の傾向が見

られる．図-3は，日本人観光客の投稿件数が落ち込み始

めた時期を集計したグラフである．これを見ると，約 8

割の観光地の投稿件数が 3月から減少し始めており，残

りの 2割は 2月から減少していたことが確認された． 

 

図-2 広島県厳島神社の投稿件数時系列推移（日本人） 
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図-3 各観光地における投稿件数が減少した時期（日本人） 

 

 

図-4 広島県厳島神社の投稿件数時系列推移（外国人） 

 

 

図-5 観光地における投稿件数が減少した時期（外国人） 

 

 

一方，外国人観光客について，厳島神社の入込状況を

図—4 に示しているが，外国人観光客の落ち込みは日本

人よりも少し早い．図—5 は，観光地別に外国人の投稿

による訪問時期が落ち込んだ時期を示しているが， 3月

に減少している時期が多いものの，2019 年 12 月〜2020

年 2月の時点で減少している観光地の比率が日本人と比

較して多く，日本人よりも早い時期での来訪観光客数の

落ち込みが示唆される．  

 次に，観光客数の減少からの落ち込みに着目し，分析

を進める．4 月に発令された「緊急事態宣言」により，

人々は不要不急の外出を控えるようになり，観光に出か

ける人はほとんどいない状況であったが，緊急事態宣言

解除後も，投稿数が少ないなど，従前の状態に戻る兆し

が見られない． 

 しかしながら，数は多くはないものの，緊急事態宣言

の解除以降，投稿の増加が見られた観光地もある．図-6

は沖縄美ら海水族館（沖縄県）の投稿件数の時系列推移

を示している．この観光地では 6 月，7 月と投稿がなさ

れているが，同様の観光地が 33 件中 14 件あった（図-

7）． 

一方で，外国人観光客の投稿件数は対象としたすべて

の観光地で投稿の再開が見られなかった． 

 

 

図—6 沖縄県美ら海水族館の投稿件数時系列推移（日本人） 

 

 

図—7 観光地における投稿件数が増加した時期（日本人） 

 

 

4. 本研究のまとめ 

 

本研究では，全国 33 箇所の観光地を対象に，COVID-

19 の感染拡大前からの観光客の入込状況および回復の

状況について，旅行口コミサイト，「Trip Advisor」の投

稿情報を基に分析を行なった． 

分析の結果，日本人観光客の来訪は多くの観光地で 3

月ごろから落ち込みが始まったこと，外国人観光客の落

ち込みは日本人よりも早かったこと，加えて，一部の観

光地では 6月以降，口コミの投稿が再度確認されつつあ

るが，全ての観光地で同様ではなかったことが確認され

た． 
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本論文で示したグラフは，本稿執筆時点で入手したデ

ータを用いて作成したものである．しかし，新型コロナ

ウイルス感染拡大の状況は未だ継続するとともに，収束

が見通せない状況である．その為，今後も引き続きデー

タを観測し続けると共に，回復の兆しが見られた観光地

について，来訪者像や来訪動機，満足状況のポイントな

どを引き続き分析する予定である． 
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